
ヱ監

展

市

葬

に

市

民

ら

?品怠
iff l二て宮

杯前
菜民
の
敢に
展植
さ本
Jさ
すん

市
は
、
十
二
尽
二
十
二
日
の
定
例
市
議
令
最
終
日
に
愛

大
名
単
語
教
授
、
農
学
博
士
、
楠
木
秀
幹
さ
ん
〈
写
真
)
1

細
木
ー
を
科
巻
市
民
に
議
会
満
場
一
致
で
決
め
ま
し
た
。

と
れ
で
き
る
)
ニ
十
六
年
に
選
ん
だ
加
藤
泰
一
泊
eSん
に
つ
い

で
二
人
目
。
市
で
は
一
門
万
一
日
市
公
会
常
で
行
な
わ
れ
た

一
一
銃
器
長
し
に
υの
わ
せ
て
盤
整
会
行
な
い
そ
の
功
緩
を

た
え
ま
し
た

dこ

貢

献

木
の
新
積
分
布
に
つ
い
す
研
究
、
造

林
業
の
発
慢
に
つ
く
さ
れ
ま
し
た
。

戦
後
、
郷
里
の
当
市
に
引
き
揚
げ

て
か
ら
は
、
石
鎚
山
系
を
は
じ
め
、

荷
造
の
懇
話
生
に
つ
い
て
調

査
、
と
く
に
特
用
樹
樋
ぞ
県
内
に
導

入
す
る
た
め
、
ハ
ゼ
、
ク
リ
の
新
品

種
訴
別
特
性
に
つ
い
て
試
験
研
究
、

特
用
樹
種
の
改
良
に
つ
と
め
、
地
方

か
、
同
氏
が
調
査
し
て
指
定
し
た
市

の
天
然
記
念
物
も
三
十
二
件
に
の
ぼ

っ
て
い
ま
す
。

。
食
肉
の
行
隠
は
許
可
さ
れ
て
お
ら

ず
、
違
庭
付
為
で
す
。
食
肉
は
、
必

ず
正
規
の
許
可
を
受
け
た
屈
で
貿
っ

て
く
だ
さ
い
。
大
洲
保
健
所

員
と
し
て
、
木
登
愛
す
る
会
、
を
作
一
得
を
ふ
や
し
、
農
家
の
生
活
の
向
上
を
一

り
郷
土
の
珍
し
い
樹
木
の
保
存
に
力
一
は
か
る
た
め
の
農
林
行
政
の
基
礎
資
料
一

を
注
ぐ
一
方
、
老
人
ク
ラ
ブ
グ
肱
南
一
を
得
る
た
め
に
行
な
う
重
要
な
調
査
で
一

長
寿
会
d

の

会

長

と

し

て

社

会

福

祉

一

す

。

一

の
向
上
の
た
め
に
も
積
極
的
に
活
躍
一
こ
の
重
要
な
二
月
一
日
の
農
業
セ
ン
一

一

一

O
燃
え
に
く
く

し
て
い
る
一
サ
ス
実
緬
に
当
つ
て
は
、
民
家
の
皆
さ
一

一ん方市
W
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す

反
大
名
誉
教
授
と
な
る
o

戸
た
、
昭
和
十
三
年
勲
三
等
賜
瑞

(
折
、
同
十
七
年
朝
鮮
ヌ
悩
功
労
意

思
、
同
二
十
一
年
に
は
勲
二
等
賜

埼
筆
、
従
一
ニ
位
、
同
一
ニ
十
六
年
県

教
ザ
支
化
賞
を
受
賞
、
現
在
は
柏
木

の
慰
切
に
こ
も
り
市
文
化
財
専
門
委

明
治
十
五
年
九
月
生
ま
れ
、
同
一
一
一
十

七
年
七
月
一
東
大
林
学
実
科
卒
、
同
年

八
月
宮
城
県
立
塵
子
校
教
輔
、
間
四

十年一一

農
林
省
で
一
-
つ
世
帯
や
事
業
体
の
す
べ
て
を
一
斉
に

。
最
近
の
日
本
経

不

良

食

肉

に

注

意

すイのれい燃置やする
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EZ日出

防
火
の
ヒ

ン
ト

の
極
な
ν〕
γ一，

し
ゃ
だ
ん
の
方
法
で
す
。

防
火
の
拍
慣
と
し
て
二
つ
の
例
を

あ
げ
ま
し
た
が
、
こ
れ
を
生
か
す
た

め
に
大
切
な
も
う
一
つ
の
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
そ
れ
は
頭
を
使
う
一
」
と
で

す
コ
い
ま
の
暮
し
の
中
に
は
、

的
で
、

あ
り
ま
す
。

マ
開
催
年
月
日

一
一
月
九
日
(
九
時

か
ら
十
四
時
ま
で

マ

場

所

大
洲
市
役
所

階
上
ホ
ー
ル

地
相
談



同

封

印

十

一

一

訪

問

一

TJ
室

、

語

、

の

余

裕

行

手

に

は

一

一

気

諸

誌

作

呉

川

号

室

出

企

二

百

一

二

十

万

円

、

財

震

は

な

い

げ

と

に

か

く

何

か

柔

る

⑧

l

金
が
あ
り
す
ぎ
の
人
は
少
い
も

ι

、
っ
し
一
一
一
そ
れ
に
は
こ
ん
な
作
業
衣
は
い
カ
キ

ゲ
宅
十
四
万
円
、
京
入
手
;
の
だ
と
作
量
主
主
義
一
〆
の
で
・
:
ど
の
型
の
剰
余
が
あ
る
か
よ
川
時
代
に
す
る
努
力
が
必
要
一
一
し
ぶ
つ
か
。

四
百
三
十
七

1
5
2
M
3
2
9
3
2
R
E拐事
え

て

窓

に

E
い
も
の
@
!
毎
年
一
安
口
の
一

2言
与

え

え

を

ふ

き

た

め

j
k

山一

品自一一
)it十万一日品提出一一告白山口
M
U
l
-
-一札
込
町
民
一
掃
討
一
一
昨

な

り

ま

し

犬

一

一

J

弘

巳

!

一

一

八
思
議
に
お
い
て
二
三

J
a議
長

一

離

宮

42175一色
と
一
般
職
員
の
喜
一
万
円
、
長
さ
百
十
メ
l
ト
ル
巾
一
一
、
一
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
十
分
な
器
工
訂
引
汁
引
日
一
せ
き
は
っ
さ
の
き
ら
い
に
考
え
が

度
の
財
政
見
と
お
し
、
観
光
一

Zι
一

日

後

均

鴨

川

工

り

同

人

事

き

る

こ

と

に

同

意

一

回

震

に

見

合

2つ
改
正
さ
一
四
メ
ー
ト
ル
で
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
宗
い
り
子
。
一
正
樹
締
約
し
お
り
一
一
ち
で
す
が
、
こ
れ
も
管
で
了
つ
つ
か
民

事

な

お

需

品

し

E
K一
九

三

一

三

J
え

し

ま

し

ち

一

2。
一

の

言

一

委

員

言

、

空

白

か

つ

つ

一

日

は

い

ト

rし一
子
る
と
老
人
性
結
核
と
い
う
さ
ん
パ
一

一
一
三
絵

J
め
を
行
な
い
ま
一
、
穴
院
は
総
量
九
百
八
十
一
一
い
二
月
の
立
存
以
後
と
な
あ
わ
け
で
す
一
肺
炎
に
な
っ
た
り
、
老
人
自
民
主
一
き
び
し
い
怒
さ
も
食
事
の
と
り
万
で

し
た
二
見
河
一

l

i

l

-

〕
一
昨
引
苧
引
引

u
fて
、
一
大
雪
カ
一
月
よ
り
も
二
二
一
一
月
に
多
い
一
が
お
こ
与
す
い
需
で
す
か
ら
十
分
一
も
防
げ
る
と
い
わ
れ
ま
す
む
一

宗
一
一
一
読
ロ
小
九
二
ほ
と
は
ず
の
震
に
協
力
し
ま
主
っ
。
一
の
は
で
の
た
め
で
す
。
一
一
庄
内
百
害
し
た
い
も
の
で
す
。
一
北
海
道
、
東
北
の
置
で
は
吉
三

喜

志

望

ー

「

t
j
i
-
-
i
l
j一
l

i

l

i

l

i

-

-

一
そ
れ
か
ら
、
と
か
く
続
く
考
え
ら
れ
一
吉
量
な
ビ
タ
ミ
ン
D
の
欠
乏
が
お
一

村山
U
丙
で
一
議
繍
織
機
盤
一
戸
外
の
婦
人
一
日

h
r
U
H古
川
崎
げ
H
K
M
H
一

iぃ
一

い

ま

し

ょ

う

扇

壁

際

踏

襲

直

作

業

衣

一

Eと
く

GEi--:のひも
の
や
し
い
た
け
喜
一

ま
し
た
ν

一

j

一

小

寒

・

大

寒

一

一

ふ

れ

た

こ

と

な

の

で

F
1
7
さ
れ
て
し
一
力
な
ビ
タ
ミ
ン
D
の
補
給
害
問
で
す
し
一

一
昨
市
内
で
た
ば
こ
を
買
わ
れ
一
一
ど
ん
な
に
寒
く
て
も
、
農
家
で
は
戸
一
ま
い
ま
す
。
一
野
菜
知
良
不
足
勝
ち
な
時
期
で
、
ビ
一

一
互
に
つ
き
約
四
思
考
割
て
」
と
し
は
こ
よ
み
の
上
で
は
一
月
五
一
外
作
業
に
出
て
い
か
ね
ば
な
ら
ず
、
と
一
せ
柔
で
る
か
り
と
い
っ
て
せ
き
一
タ
ミ
ン
C
の
と
り
方
も
不
十
分
に
な
り
一

ム

民

社

か

ら

+

〈

州

市

へ

納

め

て

一

い

い

が

小

寒

、

一

月

二

十

日

が

大

惣

の

入

一

一

ま

す

。

こ

れ

が

極

端

に

不

足

す

る

と

康

一

恒
三
一
十
九
年
に
は
、
平
八
百
一
り
と
な
っ
て
ゼ
て
こ
の
自
の
前

1
i
1
1
4
1
i
j
i
i
i
i
i
i
i
r
i
;
J一
血
病
に
か
か
り
ま

Z、
カ
芝
ひ
き
一

七
説
、

2
2
2際に
t
1ばん
寒

い

一

二

自

ら

i
タ

コ

五

O

電

椋

に

タ

コ

i一
一
や
す
く
な
っ
た
り
し
ま
す
o

こ

の

と

に
じ
た
c

一
き
で
す
。

Z

富

げ

は

、

重

っ

た

そ

の

電

柱

に

は

2
5
2
3に
い
ち

Z袋
一

一
旅
行
さ
れ
る
場
合
な
ど
固
め
-
可
パ
す
ト
悶
刈
線
付
近
で
一
絶
対
に
の
ぼ
ら
な
い
一
一
は
、
ミ
カ
ン
矢
板
お
ろ
し
、
百
一
一

路

構

岳

地

主

J
K
L
よ
う
に
。
一
一
個
の
ミ
カ
ン
と
一
旦
日
の
大
根
お
ろ
F

j
一
抑
制
法

t
l
j
L
一
タ
コ
を
と
と
ろ
う
と
し
て
震
に
巴
し
は
か
か
せ
な
い
食
品
で
す
。

斗
一
一
一
務
位
よ
う
に
一
の
ぼ
り
感
電
し
た
高
が
ち
将
軍

考

書

?

す

ま

す

。

ト

Z

J

究
:1jr1i
タ
コ
あ
け
を
す
る
一

C15Jに
引

卦

齢

十

戸

、

ζ

、

タ

つ

の

糸

や

陸

が

電

線

に

ふ

れ

↑

対

↓
E

i

月

一

場

合

は

、

す

み

炉

端

一

二

て

大

き

な

事

故

を

ひ

き

起

し

、

停

電

一

引

制

一
一
一

i
一

に

電

力

会

社

に

議

離

一
一
目
す
マ
む
ば
か
り
で
な
く
、
焼
合
に
よ
っ
一

J
剣
滋

i
日
て
は
感
電
し
、
習
い
い
生
命
に
か
か
わ
一
し
ま
し
ょ
う
。

協
石
吾
戸
一
式
り
あ
り
ま
す
c
v必
ヲ
電
線
に
一
電
気
の
い
務
官
事
故
を
防
い
で
冬
の

晴
一
ふ
れ
る
心
配
の
な
い
号
、
章
一
挙
一
遊
び
タ
ゴ
存
を
い
っ
そ
-
つ
楽
し
い

'い一

E
Sり
な
い
と
こ
ろ
皇
宮
っ
一
も
の
に
い
た
し
ま
し
ヰ
っ
。

に
、
渋
意
し
ま
l
)
ょ
う
o

↑
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